












解析した結果、胃がん発がん過程には、Runx3 の不活性化によって惹起される Wnt のがん化シ
グナルが必須で、その過程で Cdx2 の発現が誘導され、胃上皮細胞に腸型化がもたらされるも


















RUNX3 は、-catenin および TCFs と直接結














































Wnt シグナルと Runx3 による Cdx2 調節機
対象研究テーマ：マウスモデルを用いた消化器がんの発がん分子機序に関する基礎研究 
 
研 究 期 間：2010 年 4月 8日～2011 年 3 月 31 日 
研 究 題 目：転写因子 Runx3 の胃がん発がんの分子機序における役割 
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